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9　 月 ×は休館日

18：00 ～ 22：00

《 図書室 》

9：00 ～ 17：00

《 貸　館 》

  9：00 ～ 12：00

13：00 ～ 17：00

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

10　 月 ×は休館日

８月３日（土）  いわみ学園大学８月講座 

い わ み 学 園 大 学 院 9 月 講 座 の お 知 ら せ  

人生を変えた 10 行の手紙 

講師 村山 順子 さん 

…９月２６日（木） 

…１０時から１１時３０分 

…センターいちのみや ホール 

 

日付 

時間 

場所 

８月講座は、はりま一宮小学校の体育館において、いちのみや人権のつどい 

講演会との共催事業を行いました。 

「日本で本当に女性が活躍するために」と題し、週刊誌「AERA
ア エ ラ

」前編集長 

であり、「羽鳥慎一モーニングショー」で水曜日のレギュラーコメンテーター

を務められている浜田敬子さんにご講演いただきました。 

朝日新聞での記者として、AERA 編集長としてのご自身の経験を交え 

ながら、女性にとって、そして誰にとっても働きやすい職場づくりについて 

お話してくださいました。 

「集団で行動するペンギンの群れの中で、天敵がいるかもしれない海へ、魚

を求めて、最初に飛び込む１羽のペンギンのことを“ファーストペンギン”と

言います。この“ファーストペンギン”のように、初めてのことでも、勇気を

もって、苦しい状況をなんとかして変えることが重要である」と話されました。 

 働きやすい職場づくりだけでなく、地域づくりにおいても通じるものがある

ように感じました。 



 

 

 

 

 
8月 10日（土） 

 ウキウキ♪  わくわくリトミック 

歌おう会 

Z 

先生から「友だちと同じようなも

のをつくるのではなく、自分でしっかりと考えて、自分だ

けのものをつくってください」とアドバイスがありまし

た。子どもたちは「う～ん、むずかしいなぁ」「わかった！

これでええわ！」といろいろ考えて、それぞれの思い出や 

 

先生が出したお題に沿って俳句を

作りました。出されたお題は、①スイ

カ②水泳③セミ④うちわ⑤夏の空 

⑥花火。すべて“夏”の季語でした。 

気 持 ちを 俳 句で 表 現 

しました。 

できあがった作品を 

ホワイトボードに書い

てもらい、子どもたち

は嬉しそうでした。 

 

 

8月 1日（木） 

 はじめての  俳句を楽しむ会 

8月 4日（日） 

 を楽しもう♪ センターいちのみや 

図書室 

8月 6日（火） 

 

やってみよう！ 
    みんなで  ヨガ部 

8月７日（水） 

 をつくろう 陶芸サークル 
どんぐり 

センターいちのみやの登録団体の皆 

さんのご協力により、「夏休みチャレンジ

教室」を行いました。８月号に引き続き、

夏休みチャレンジ教室の様子をお伝え 

します。 

part 2 

最初はひとりで、足を組み、背筋を

真っすぐにして、両腕を真上に伸   

ばしました。次はペアになって、 

お互いの腕を握ったり、足裏を

合わせたりしていくつかのポー

ズを取りました。最後は全員で

円になって、前の人と膝の後ろ

をくっつけました。 

絵本からのステップアップということで、センターい

ちのみやの司書が「なぞなぞのすきな女の子」の読み聞か

せをしました。 

読み聞かせの前に、みんなでなぞなぞをして盛り上が

りました。読み聞かせが始まると、みんな集中して静かに

なり、おはなしに夢中になっていました。 

読 み 聞 か せ が 終 了 し た あ と 、「 読 書 感 想 文 は こ の 

電子ピアノの音に合わせて、みんなで声を出しながら、

からだをいっぱい動かしました。歩いたり、手をつないだ

り、床を這ったり、みんなで円の形に座ってコップを隣に

送ったり、楽しい時間を過ごしました。先生の指示をしっ

かり聞いて、一つひとつの動きがスムーズにできており、

とても素晴らしかったです。来年も今年と同様、多くの子

どもたちが参加してくれることを期待しています。 

 先生から作り方を教えてもらう

と、子どもたちはすぐさま“こねこ

ね♪こねこね♪”と、たちまちのう

ちにそれぞれのマイコップを完成

させました。 

 仕上げに、コップの底に自分の

名前を彫って、子どもたちは大満

足の様子でした。焼き上がりが楽

しみですね！ 

本について書くんだ！」と笑顔で本を借りる姿が見られ

ました。 

和室で裸足になって、みんなで楽しくヨガをしました。 

終了後、先生手づくりの 

ひんやりスイーツをいた

だきました。身体を動か

した後のスイーツはとて

も美味しかったです。 



 

  

 

8 月 10日（土） 

 
色々な に  

   ふれよう♪  宍粟市吹奏楽団 

8 月 28日（水） 

 
で絵を描こう  

水墨画教室 

8月 29日（木） 

 を楽しもう！  写真教室 

8 月 31日（土） 

 に挑戦しよう！ 生け花教室 

         

 

  

8月 22日（木） 

 
フェルトで 

をつくろう 手芸･パッチワーク 

今年もたくさんの子どもたちが参加し

てくれました。夏休みの素敵な思い出に

なったのではないでしょうか。 

ご協力いただいた登録団体の皆さん 

ありがとうございました！ 

普段目にしない楽器を見て、子どもたちは大喜び！ 

吹奏楽団の皆さんの楽器紹介や演奏を聴いている間も、

「どの楽器を吹いてみようかな？」と待ちきれない様子で

した。子どもたちは、自分と同じくらい大きな楽器を触っ

て、とても貴重な体験をしました。 

最後は、気に入った楽器を持って、吹奏楽団の皆さんと

いっしょに「シンコペイテッド・クロック」を合奏しまし

た。ブラボー！ 

 好きな色のフェルトを選んでフクロウ

を作りました。先生が分かりやすく 

フェルトを切ってくださっていたので 

子どもたちはみんなスムーズに作る 

ことができました。 

 羽や足、目の位置によって、一つひとつ 

表情の違った、それぞれの個性溢れるフクロウができあが

りました。 

先生方が用意してくださったものや、自分で持ってきた

もの、思い浮かべたものなどを自由に描いていきました。 

墨を濃くしたり薄くしたり、筆を太く使ったり細く使っ

たりしながら、粘り強く取り組みました。 

まず、５～６枚、練習をかねて描きました。そのあと、

清書用紙に描いていきました。練習の成果が感じられる 

素晴らしい１枚ができました。 

あいにくの雨降りだったので室内で 

撮影を行いました。花瓶にいけられ 

た花をいろいろな角度や距離感 

から、パチリパチリと何枚も撮り 

ました。 

 撮影後、自分たちが撮ったもの 

をテレビに映して、みんなで鑑賞 

しました。どれも綺麗に撮れていて、 先生方も大絶賛。腕前はもう 

プロ並み？ 

先生から「主役の花を決める」 

「花の流れを作る」この２点に 

気をつけるのが大事だと言われ、 

子どもたちは自分流でいろいろ 

な花をいけていきました。 

 自分でいけたあと、仕上げに先生から 

「ここはこうするともっとかわいくなるでしょ」「ここに

この花を入れると流れができるよ」などアドバイスを受け

ながら、手直しをしてもらい、完成。素晴らしい生け花が

できました。 



 
  

 

 
  

 

場所 はりま一宮学童保育所 

時間 ９時１５分～９時４５分 

↓ 

場所 能倉公民館 

時間 １０時００分～１０時３０分 

↓ 

場所 
一宮北学童保育所 

一宮北こども園 

時間 １１時００分～１１時３０分 

↓ 

場所 センター繁盛 

時間 １２時００分～１３時３０分 

↓ 

場所 ハリマ農協（みかた営業部） 

時間 １３時４５分～１４時１５分 

↓ 

場所 センター下三方 

時間 １４時３０分～１５時００分 

書   名 著者名 書  名 著者名 

いるいないみらい 窪 美澄 炎天夢 今野 敏 

あきない世傳 金と銀 ７ 高田 郁 さよならの儀式 宮部みゆき 

生のみ生のままで 上下 綿矢りさ カザアナ 森 絵都 

夏物語 川上未映子 クジラアタマの王様 伊坂幸太郎 

いけない 道尾秀介 ひぐらし先生、俳句おしえてください。  堀本裕樹 

亥子ころころ 西條奈加 狭い部屋を楽しむ片づけのルール 高野ひかる 

山小屋ガールの癒されない日々 吉玉サキ 人生１００年時代の経済 ジョセフ・F・カフリン 

◆テーマ：命の大切さ◆ 

～９月に自殺予防週間があります。 

今一度、「命の大切さ」について考えてみませんか？～ 

『臨終、ここだけの話』 『美しき身辺整理』 

『「小さないのち」を守る』 『こころを看取る』 

『いのちの授業』 『奄美 生命の鼓動』 

『「自分の家で死にたい」と言われたら読む本』 

        ほか 

９月２１日（土）／１０月１９日（土） 

※毎月、第 3 土曜日です。 

運行状況により、予定時間が前後することが

あります。また、やむなく中止する場合には、

しーたん放送でお知らせします。 

たのしい絵本の読み聞かせをします。

申し込みはいりませんが、時間におく

れないようお越しください。 


